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10月末現在の会員数540人
（男性332人・女性208人）

10月はシルバー人材センター事業の趣旨や意義を広く地域社会にアピールする普及啓

発促進月間。今年の月間取り組みは、新型コロナウイルスの感染拡大で長引いた緊急事

態宣言が月末にやっと解除されたものの、引き続き感染予防を図る観点から参加人数の

制限と草刈清掃に限ってボランティア活動を実施した。当センターは、独自の取り組み

として「シルバーの日」の16日には以前から行っているコザ小学校の校内美化作業を実

施したのを皮切りに、23日にはコザ聖母幼稚園、26日には美東幼稚園の３ヶ所で役職員

やシルバー会員が参加して草刈清掃を行い、普及啓発促進月間を盛り上げた。ボランティ

ア活動には延べ72人が参加し、上原秀雄理事長は「コロナ禍の中で、大勢の会員がボラ

ンティア活動に参加していただき、心から感謝している。地域社会にシルバーの働きを

存分にアピールすることができた」と話した。 （2・3面に詳細）

コ
ザ
小
学
校

緊急事態宣言明けてボランティア活動
草刈清掃等で「普及啓発促進月間」アピール
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セ ン タ ー 事 業 の 趣 旨 や 意 義 を ア ピ ールコ ザ 聖 母 幼 稚 園
草刈清掃ボランティア 普 及 啓 発 促 進 月 間
コザ聖母幼稚園では、23日午前９時から

新里勝美草刈班と民間単発メンバーの２グ

ループ合わせて18人が参加。同日は曇り空

で涼しく作業は手際よくはかどり、午前11

時には園内はきれいに片付いた。山田勢津

子園長は「園の職員や保護者だけでは作業

はなかなか行き届かないところがあり、シ

ルバー会員の皆さんによる今日の奉仕活動

はとても光栄で助かります」と感謝した。

美 東 幼 稚 園
草刈清掃ボランティア

建替え間もない園舎が真新しい美東幼稚園

では、23日午前９時30分から島袋樽治草刈

グループのメンバー14人が参加。この日

は晴れ上がった青空の中、汗だくになりなが

ら草刈りや剪定、清掃などの作業。園の職員

からは「コロナ禍の中、今日のボランティア

活動には感謝しています」と話した。

コ ザ 小 学 校
校内美化ボランティア

「シルバーの日」の10月16日午前９時、

コザ小学校に会員らが集合。参加したのは、

具志堅馨グループ、外間元二グループ、島

袋樽治グループの草刈班３グループで合わ

せて40人。桑江常健校長は「児童数の減少

とコロナ禍の中でＰＴＡによる奉仕作業も

ままならなかった。シルバーの皆さんによ

る校内美化作業は、運動会開催を前にして

大変ありがたい」と安全作業への気配りと

ともに感謝の言葉を述べた。
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第
７
回

理
事
会

緊
急
事
態
宣
言
下

軒

並
み
減

ー
９

月

実

績

ー

第
７
回
理
事
会
が
10
月
26
日
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク

プ
ラ
ザ
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

議
案
第
１
号
「
正
会
員
の
入
会
」
に
つ
い
て
、
７

人
（
男
性
３
人
・
女
性
４
人
）
が
承
認
さ
れ
、
そ
の

結
果
10
月
26
日
現
在
の
会
員
数
は
５
４
０
人
（
女
性

２
０
８
人
・
男
性
３
３
２
人
）
と
な
っ
た
。
な
お
、

９
月
の
退
会
者
は
１
人
。

令
和
３
年
９
月
の
主
な
実
績
で
は
、
会
員
数
５
３

３
人
で
19
人
の
減
（
▲
３
％
）
、
就
業
実
人
員
３
０

０
人
で
32
人
の
減
（
▲
10
％
）
、
就
業
延
人
員
３
２

５
２
人
で
３
１
９
人
の
減
（
▲
９
％
）
、
配
分
金
約

１
７
３
７
万
円
で
約
１
１
５
万
円
の
減
（
▲
６
％
）
、

契
約
金
額
約
２
２
０
４
万
円
で
約
１
４
９
万
円
の
減

（
▲
６
％
）
と
な
っ
た
。（

い
ず
れ
も
対
前
年
同
月
比
）

無

事

故

記

録

令
和
３
年
９
月
28
日
～

〃

〃

10
月
26
日
現
在

29日

～

全
国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

～

い

つ

ま

で

も
働

く

喜

び
無

事

故

か

ら

上
原
秀
雄
理
事
長
、
浜
比
嘉
宗
明
副
理
事
長
ら
役
職
員
は
10
月
22
日
、
桑
江
朝
千
夫
沖
縄
市
長
と
小
浜

守
勝
沖
縄
市
議
会
議
長
を
そ
れ
ぞ
れ
表
敬
訪
問
。
席
上
、
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
の

『
令
和
３
年
度
定
時
総
会
』
で
採
択
さ
れ
た
各
自
治
体
へ
の
「
支
援
要
請
」
を
踏
ま
え
た
当
セ
ン
タ
ー
独

自
の
支
援
要
請
書
を
ま
と
め
、
桑
江
市
長
と
小
浜
市
議
会
議
長
へ
同

要
請
書
を
手
渡
し
た
。
（
要
請
文
は
５
面
に
全
文
掲
載
）

桑江沖縄市長（写真左）に「要
請書」を手渡す上原理事長

（写真右から）小浜守勝沖

縄市議会議長、上原理事長、

浜比嘉副理事長

市議会議長へ要請

沖縄市長へ要請

「センター事業に更なる支援を」

上 原 理 事 長 ら 沖 縄 市 と 市 議 会 に 要 請
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我
が
国
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
進
展
し
て
い
る

中
で
、
誰
も
が
い
く
つ
に
な
っ
て
も
活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た
就
業

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
進
し
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
の
充
実
、
健
康
の
保
持
増
進
、
ひ
い
て
は
地
域
社

会
の
活
性
化
、
医
療
費
や
介
護
費
用
の
削
減
な
ど
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

「
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
法
が
四

月
か
ら
施
行
さ
れ
、
七
十
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
が
企
業
の
努
力

義
務
と
さ
れ
る
一
方
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
人

手
不
足
分
野
等
で
の
就
業
機
会
の
開

拓
・
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
や
地
域
ご
と

の
実
情
を
踏
ま
え
た
積
極
的
な
取
組

の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
規
模
で
の
拡
大
と
い
う
未

曽
有
の
事
態
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
の
施
策
の
実
現
や
、
地
方
自
治
体

の
施
策
、
地
域
社
会
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
私
た
ち
は
今
、
平
成
三

十
年
度
か
ら
令
和
六
年
度
ま
で
の
七
年
間
を
期
間
と
す
る
「
第
二
次
会

員
百
万
人
達
成
計
画
」
を
踏
ま
え
、
会
員
拡
大
、
と
り
わ
け
女
性
会
員

の
拡
大
や
企
業
退
職
（
予
定
）
者
層
へ
の
働
き
か
け
の
強
化
の
取
組
を

強
力
に
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
八
十
歳
を
超
え
て
も
活
躍
で

き
る
就
業
機
会
の
創
出
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
自
主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、

高
齢
者
の
安
全
就
業
を
確
保
し
、
国
が
定
め
た
適
正
就
業
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
順
守
し
つ
つ
、

①

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
な
ど
要
支
援
高
齢
者
に
対

す
る
支
援
事
業

②

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
担
い
手
な
ど
子
育
て
中
の
現
役
世
代
や
子

供
た
ち
へ
の
支
援
事
業

③

人
手
不
足
や
働
き
方
改
革
に
取
り
組
む
地
元
企
業
に
向
け
た
シ
ル

バ
ー
派
遣
等
の
事
業

④

空
き
家
管
理
、
遊
休
地
を
活
用
し
た
農
園
事
業
な
ど
地
域
の
課
題

解
決
に
資
す
る
事
業

等
を
重
点
に
取
り
組
み
、
地
域
社
会
の
発
展
と
就
業
意
欲
の
あ
る
高
齢

者
の
受
け
皿
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
ま
い
る
決
意
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
四
年
度

の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

の
推
進
の
た
め
に
必
要
な
セ
ン
タ
ー

に
対
す
る
補
助
金
等
の
確
保
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

特
に
、
国
に
お
い
て
は
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
し
た
補
助
金
の
確
保
、

ま
た
、
都
道
府
県
・
市
区
町
村
に
お
い
て
も
、
従
前
に
も
ま
し
て
厳
し

い
財
政
事
情
の
中
に
は
あ
り
ま
す
が
、
国
の
補
助
金
と
同
額
以
上
の
補

助
金
の
確
保
や
、
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
市
区
町
村
等
の
公
共
か
ら
の
事

業
発
注
の
確
保
に
つ
い
て
、
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
令
和
五
年
十
月
に
導
入
予
定
の
消
費
税
に
お
け
る
「
適
格
請

求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
」
に
つ
い
て
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
業
に
及
ぼ
す
影
響
が
極
め
て
大
き
い
こ
と
か
ら
、
安
定

的
な
事
業
運
営
が
可
能
と
な
る
措
置
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

「
超
高
齢
社
会
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
決
意
と
支
援
の
要

望
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今
年
度
２
度
目
の
傷
害
事
故
発
生

自
転
車
に
よ
る
負
傷
事
故

＊

事
故
内
容

:

走
行
中
の
自
転
車
に
は
ね
ら
れ
る

＊

発
生
日
時

:

令
和
３
年
９
月
27
日
（
月
）

午
後
４
時
15
分
頃

＊

発
生
場
所

:
セ
ン
タ
ー
入
口
の
歩
道
上

＊

事
故
状
況

:

セ
ン
タ
ー
の
作
業
運
搬
車
を
返
却

後
、
帰
宅
の
た
め
出
入
り
口
右
側
か
ら
歩
道
に
出
た

途
端
、
歩
道
を
走
行
中
の
自
転
車
と
出
合
い
頭
に
ぶ

つ
か
る
。
会
員
と
運
転
者
の
２
人
が
頭
突
き
し
た
形

に
な
り
、
そ
の
衝
撃
で
会
員
は
後
ろ
向
き
に
転
倒
し

た
。

＊

事
故
原
因

:

自
転
車
運
転
手
（
高
校
生
）
の
証

言
に
よ
る
と
、
歩
道
上
を
か
な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で
走

行
し
て
い
た
と
い
う
自
転
車
の
違
法
走
行
が
、
事
故

の
直
接
的
な
原
因
と
思
わ
れ
る
。
事
故
現
場
は
横
断

歩
道
前
で
あ
り
、
運
転
者
に
は
よ
り
慎
重
な
徐
行
が

求
め
ら
れ
る
地
点
で
あ
る
。

＊

事
故
後
の
対
応

:

事
故
後
、
自
転
車
運
転
の
本

人
よ
り
消
防
署
へ
事
故
の
通
報
と
救
急
車
の
搬
送
を

要
請
。
消
防
署
は
警
察
へ
自
動
連
絡
の
う
え
救
急
処

置
、
警
察
に
よ
る
事
故
調
査
が
行
わ
れ
た
。
事
故
直

後
は
、
会
員
は
ふ
ら
つ
き
を
覚
え
た
が
、
徐
々
に
治

ま
っ
て
き
た
の
で
救
急
搬
送
さ
れ
ず
、
自
力
で
病
院

受
診
す
る
こ
と
に
な
り
帰
宅
し
た
。
（
診
断
の
結
果
、

左
額
及
び
右
掌
の
打
撲
の
ほ
か
、
右
手
首
の
擦
り
傷

を
負
っ
た
）

＊

再
発
防
止
対
策

:

構
内
出
口
に
は
、
交
通
事
故

の
注
意
看
板
と
し
て
「
ち
ょ
っ
と
待
て
!!
も
う
一
度

右
左
」
の
立
て
看
板
が
す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る

が
、
今
回
の
事
故
を
機
に
更
に
注
意
を
喚
起
す
る

た
め
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
」
の
文
字
を
大
き
く
路
面
に
標

示
し
、
一
層
の
注
意
を
促
す
。

右側からの走行車両等が視認できる

ように壁板も一部撤去（赤囲み部分）

センター出入口に黄色ペイント下地

に「ＳＴＯＰ」を路面表示

管

理

群

班

必

須

「
駐
車
場
整
理
業
務
講
習
会
」

サ
ー
ビ
ス
と
マ
ナ
ー
の
向
上
目
指
す

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に
な
っ
て
い
た
駐
車
場
整

理
業
務
講
習
会
を
再
開
し
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
と

マ
ナ
ー
の
向
上
を
目
指
し
て
、
今
年
度
最
初
の

講
習
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

管
理
群
班
で
の
就
業
を
希
望
す
る
会
員
の
皆

さ
ん
は
、
是
非
こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・日 時 11月17日（水）・18日（木）

午後３時～５時
（いずれか１日受講）

・場 所 シルバーワークプラザ大会議室
・対象者 管理群班登録会員（必須）及び

管理群班就業希望者

・連絡先 事務局 ９２９－１３６１
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就業現場めぐり

（前列右から）比嘉節子さん、島袋安弘さん、高江洲徳秀さ

ん、伊佐英秀さん、中下善太郎さん、（後列右から）仲本剛

さん、上間啓次さん、玉木邦治さん、稲福清和さん、友利岩

雄さん、松田和夫さん、島袋實さん、吉元次男さん、島袋樽

治リーダー

島
袋
就
業
グ
ル
ー
プ
（
島
袋
樽
治
リ
ー
ダ
ー
）
は
、
９
月
に
草
刈

班
と
し
て
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
た
ば
か
り
で
、
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー

は
14
人
。
こ
の
日
の
就
業
現
場
は
、
倉
浜
衛
生
施
設
組
合
に
通
じ
る

取
付
道
路
沿
い
の
除
草
作
業
。
ご
み
収
集
車
両
な
ど
が
頻
繁
に
行
き

交
う
と
こ
ろ
だ
け
に
、
走
行
車
両
に
は
気
を
つ
け
な
が
ら
の
作
業
と

な
る
。
そ
の
た
め
、
作
業
前
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
常
に
就
業
安

全
を
心
掛
け
、
作
業
服
等
点
検
、
作
業
工
程
な
ど
を
確
認
し
て
就
労
。

「
新
し
い
グ
ル
ー
プ
な
の
で
、
お
互
い
の
疎
通
を
図
り
な
が
ら
よ
い

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
臨
み
た
い
」
と
島
袋
リ
ー
ダ
ー
は
話
す
。

「

倉
浜
衛
生
取
付
道
路
除
草
作
業
」

島

袋

就
業
グ
ル
ー
プ

新

入

会

員

紹

介

10
月
26
日
付
で
７
人
（
女
性
４
人
・
男
性

３
人
）
が
新
会
員
と
し
て
入
会
し
ま
し
た
。

地
区
会
員
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
。

崎
原

礼
子

（
コ
ザ
中
校
地
区
）

池
原

強

（
美
里
中
校
地
区
）

比
屋
根

敏
子
（
美
里
中
校
地
区
）

上
間

令
子

（
美
東
・
東
中
校
地
区
）

當
眞

節
子

（
美
里
中
校
地
区
）

山
内

盛
尚

（
山
内
中
校
地
区
）

棚
原

勇

（
美
東
・
東
中
校
地
区
）

会員募集 詩吟同好会

〝詩吟〟を始めてみませんか
初心者大歓迎です

詩を作った人の喜びや悲しみ、感動した心を大

きな声で歌い表現するものです。始めは小さな

声でも、少し経つとビックリするほど声が出る

ようになり、声を出す素晴らしさを感じます。

詩吟てなーに？

■発起人：平野 幸子

■連絡先：シルバー人材センター

与座 由佳 TEL.098-929-1361

お
問
合
せ
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編

集

編

集

後

記

◇11月の予定◇

・
10
日
（
水
）
午
前
10
時

新
会
員
入
会
説
明
会

・
26
日
（
金
）
午
前
10
時

第
８
回
理
事
会

・
29
日
（
月
）
午
前
９
時
～

刈
払
機
取
扱
い
作
業
者

に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育

先
月
末
、
長
か
っ
た
コ
ロ
ナ
緊
急
事
態
宣

言
が
解
除
さ
れ
、
感
染
者
数
も
減
少
傾
向
へ

と
転
じ
た
。
そ
ん
な
中
で
展
開
し
た
「
シ
ル

バ
ー
普
及
啓
発
促
進
月
間
」
だ
っ
た
が
、
コ

ザ
小
、
コ
ザ
聖
母
幼
稚
園
、
美
東
幼
稚
園
の

美
化
作
業
に
は
72
人
の
会
員
が
駆
け
付
け
、

シ
ル
バ
ー
の
働
き
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
コ
ロ

ナ
宣
言
解
除
に
合
わ
せ
て
ウ
チ
ナ
ー
も
秋
ら

し
く
な
り
、
ミ
ー
ニ
シ
が
肌
に
心
地
よ
い
。

こ
れ
か
ら
は
気
温
も
徐
々
に
下
が
り
始
め
、

西
高
東
低
の
気
圧
配
置
に
シ
フ
ト
す
る
。
季

節
の
変
わ
り
目
の
寒
暖
差
に
は
要
注
意
だ
。

で
も
コ
ロ
ナ
は
、
い
っ
た
い
ど
う
な
る
の
だ

ろ
う
か
。
先
は
ま
だ
ま
だ
見
通
せ
な
い
。
元

の
生
活
、
コ
ロ
ナ
後
の
生
活
を
あ
れ
こ
れ
考

え
て
し
ま
う
。

東
條

正
躬

大
城

博


